
１
．
導
入
の
経
緯

　
本
県
で
は
、
南
北
方
向
の
幹
線
道

路
で
あ
る
国
道
58
号
、
国
道
３
２
９

号
等
に
お
い
て
、
慢
性
的
な
渋
滞
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
中
城

村
に
お
い
て
は
、
北
中
城
I
C
及
び

I
C
周
辺
道
路
の
混
雑
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
の
向
上
及
び
I
C
周
辺
道
路
の

混
雑
緩
和
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た(

写
真
１
・
２)

。
こ
の
た
め
本
県

に
お
け
る
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
計

画
を
進
め
て
い
る
、
交
通
の
円
滑
化

を
前
提
と
し
た
ハ
シ
ゴ
道
路
構
想
（
南

北
方
向
の
幹
線
と
、
そ
れ
ら
を
連
絡

す
る
東
西
幹
線
道
路
の
整
備
）
の
一

環
と
し
て
、
喜
舎
場
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

導
入
検
討
の
社
会
実
験
を
行
い
ま
し

た
（
図
１
）
。 

 

２
．
ス
マ
ー
ト
I
C
と
は

　
簡
単
に
言
う
と
、
既
存
の
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
や
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

な
ど
を
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
一
般

道
と
結
ん
だ
E
T
C
専
用
の
簡
易
な

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
一
般
の
Ｉ
C
と
比
べ
て
規

模
や
設
置
費
用
、
管
理
費
用
が
大
幅

に
削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
I
C
の

設
置
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
結
果
、
高
速
道
路
の
通
過
地

域
だ
っ
た
箇
所
に
ス
マ
ー
ト
I
C
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
高
速
道

路
を
利
活
用
す
る
こ
と
が
容
易
に
な

り
、
民
間
の
物
流
拠
点
誘
致
な
ど
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
 

　
喜
舎
場
ス
マ
ー
ト
I
C
は
、
沖
縄

自
動
車
道
喜
舎
場
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
を

活
用
し
た
E
T
C
専
用
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
す
。
 

開発建設部
喜
舎
場
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

供
用
開
始

Point

3

平
成
１８
年
１１
月
か
ら
平
成
１９
年
３
月
ま
で
社
会
実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た 

喜
舎
場
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
、平
成
１９
年
１０
月
２７
日
（
土
）
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。 
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３
．
社
会
実
験
の
結
果

　
①
利
用
台
数
に
つ
い
て
 

　
実
験
期
間
中
の
利
用
台
数
に
つ
い

て
は
、
平
均
で
平
日
6
0
0
台
、
休

日
3
5
0
台
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
他
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
の

比
較
で
1
ラ
ン
プ
、
1
時
間
当
た
り

の
利
用
台
数
は
全
国
３
位
と
い
う
結

果
と
な
り
、
当
該
Ｉ
Ｃ
の
利
用
者
ニ

ー
ズ
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
（
図
３
、

４
）
。
 

 

②
整
備
効
果
に
つ
い
て
 

■
効
果
１:

那
覇
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
 

・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
用
者
の
９６
%
が
時

間
短
縮
を
実
感（
図
５
） 

・
平
均
短
縮
時
間
は
約
６
・
５
分（
ア
ン

ケ
ー
ト
よ
り
）（
図
６
） 

・
走
行
調
査
で
は
北
中
城
村
役
場
〜

北
中
城
Ｉ
Ｃ
ま
で
約
２
分
３０
秒
短
縮（
図

７
） 
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■
効
果
３:

高
速
道
路
の
活
用
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。
 

　
喜
舎
場
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
６６
％
の
人
が
高

速
道
路
の
利
用
機
会
が
変
化
す
る
と

感
じ
て
い
ま
す
（
図
９
）
 

 ４
．
今
後
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

　
本
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
社
会
実
験

の
結
果
か
ら
採
算
性
及
び
道
路
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
高
さ
と
、
当
該
地
周
辺

の
交
通
円
滑
化
へ
の
寄
与
が
確
認
さ

れ
、
本
格
運
用
へ
移
行
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
供
用
開
始
し
ま
し
た
10
月
27
日
（
土
）

か
ら
は
、
社
会
実
験
時
と
比
べ
運
用

時
間
を
午
前
６
時
か
ら
午
後
10
時
と

２
時
間
延
長
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

　
皆
様
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

■
効
果
２:

北
中
城
Ｉ
Ｃ
周
辺
道
路

の
渋
滞
か
ら
の
回
避
、
一
般
道
の
混

雑
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
「
所
要

時
間
の
短
縮:

６８
％
」
、
「
他
Ｉ
Ｃ

の
周
辺
道
路
の
混
雑
回
避:

５１
％
」

の
割
合
が
多
く
、
当
該
Ｉ
Ｃ
が
周
辺

道
路
の
円
滑
化
に
寄
与
（
図
８
）
。
 


